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小児気管支喘息 と空中真菌類 との 関係に 関する研究

第 II篇　東京地区 に於 け る空 中真菌類の 季節的消長 に つ い て

緒　　言

東邦大 学 小 児科学教 室 （前 主 任

　　　　　　　　　　（主 任

　 九段 坂 病院 小 児科 （医長

三 　 之

　気管支喘息の ア レ ル ゲ ン の
一

っ とし ての 空中真菌類の

意義を確め る方法 として ， 第 1篶 に お い て 真菌抗原 に よ

る皮 膚反 応成績．お よび， 2 ， 3の 血清学的検棄成績 を

の べ た が ， 本篇 で は 空中 よ り落下 せ る空中真菌類の 種類

と，そ の 季節的の 変動を東京都内の 馳 区に お レ・て検 索

し，要 に 喘息患児 の 自宅 居 室内の 真菌の 種類を し らべ た

の で報告す る，

　　　　　　　 空中真菌類 の培養

　 1．実験方法

　 1．　 培養基

　空中真菌類の 培養には 表 1に 表 した 組或の 培養基 よ り

Yl、 さ い コ 。 ニ
ー

と高い 検出職 示 し Am ・rican 　Acad ・

　　 表 ユ　Mehrlich’s　Medium の 組 成

1　 alt 　extr 置 ct

PotaEsium 　pho9．　phate　Mo 皿 obasic

Pepton
二Dextrose

S ひdium　Ghioride
Agar

　 蒸 溜 水 で 12 と す る・

　　　　久 保 政次 教 授）

　　　 中ti」健 太郎 教 授 ）

　　　中山喜弘 博 士 ）

宮　愛　雄

微鏡的所見 （胞 子の 弱拡大観察）及 び 肉眼的所見に よつ

て お こ な つ た．

　II．実験成績

空幀 菌類の 観察期間 は，1959年 7 月 よ り196穿 8 月

までの 3力 年 に わ た る期間である．

　 1．　 真菌の 数と種類

検出 され た真菌の 種類は P・ni ・illi・ m ・・A ・pe・gillus・

H 。，m ，舳 d ， um
，
・Mac … p。riur ・，　Alternari ・．　M 。・ il・

Iia，　Strepしomyces ，Trichoderma ，　Tolura ，Fusarium，

Rhizopus，
　 Saccharo皿 yces の 12種類 で あ つ た ．

　観察期間中に 検出 され た全 コ ロ ニ ー数は 2965箇で・そ

の 内訳は表 2 の ご と く Penicillium は 9T3di （32．8％），

表 2　空中真菌類 検坦 成 績

真繭 の 毬 類
全 コ ロニー数 に 対

す る 検 出 数 （％ ）

5919

ユ9159759159

。 my 。f　 A］｝・・gy で 推 漿 さ れ た M 。difi・d　 M ・hrli・h
’
g

MediumL ｝

で あ る ．

　 2．　 培
・
養法

　M 。dified　M ，h，1三・h
’
・ Medi ・ m を 封7・ した 直径 6・°

，、の べ t・V シ ヤ ル を東邦大学病院屋上．及び鍛 坂病

院屋上に 鄙 回 ，午後 塒 か ら 2 時 ま での 齣 12分閲水

平に 暴露 した後，5乃至 ？ 日間室温に 放置培養した ，培

養 の 結果 発生 した コ ロ ニ ーに つ い て ， そ の 全 コ ロ ニ ー数

．と種類を 分類計算 した ・

　　3．　 検査法

培養の 結果 溌 生 した 真菌類の 分類は ・コ ・ 二
一

の 顕

Penicilliu皿

Horlnodendrum

AspergH 王us

Macrospor直um

Alternaria

Rh1zopus

TrichOderma

Streptornyces

Fusarium

TeluraMOniliaSaccharomyces

不 明 コ ロニ ー

1

li

973823714

亀531

49

310

（32，89・i）

（27．796）

（24，00．’S）

（2．1％ ）

（1．O％）

（1．7％ ）

（1D．70％ ）

Hormodendrum は S23箇 （27．To％），
　 AspergiHus は

T14th （2引   ％） で ，
こ れ ら3種類の 真菌 コ ロ ニー

数は

検出 され た 全 コ ロ ニ ー
数の 84．5％ を しめ て お り，其他の

真菌 と不明 コ ロ ニ ー数は 全体の 15．5％であ つ た ．

　 2．　 季節 的 変動

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

三 之 宮 愛 雄 59− （159）

一
還即鳳
且〒
謄．・
邑
攻幽弘

図 ユ　全 コロこ一
数 （東邦 大学 病 院 屋上 ）
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図 2　全 v 口 ti 一数 （九 段 坂 病 院 屋 上 ）
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　 1．　 全 コ ロ ニ
ー

の 季節的変動

　検出 さ れ た 全 コ ロ ニ ー
の 季節的変鋤は 図 1・に 爪 すご と

く ， 東邦大学病院屋 上 では 6月，7 月，8月，ま た 九段

坂 病 院堡 上 では 図 2 の ご と く丁月，8 月 ， 9月 ， le月 及

び 12月 に 多 く検出 され ， 1 月，2月，3 月の 寒 い 季節 に

は 検出率 は 少な か つ た ，但 し風 の 強 い 日 に は 突 発的 に 多

数検 出 され る 事 が あ り．又 雨の 綬では減少す る よ うな 傾

向が み られた ，

　 ii．　 各種真菌別季節的 変動

　Penicil］ium ： PenicMium は 全 コ P ＝一中 ， 最 も検

出率が高 く ， 年間 を通じて 検出さ れた が 特 に夏と初冬に

多く検出 され た （図 3 ）．

　Hormodendrum ； Hormodendru 珥 も隼間を通 じて検

出された が ，夏及び冬 （12月の み ） に 多 く 検出 された

（em　4 ）。

Aspergillus ； Aspergillus ・・は 夏か ら秋 に か け て 多 く
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出現 した が 検出する 日に よつ て 非常に 高瓸 を 示 レた もの

が あ つ た （図 5）．

M 。 er 。SP 」rium 　； Macr 。sp 。ri ・・n は 4 月 か らヱG月 ま

で検出さ れ ，
他の 季 節に は検出されず また特 に高い 検出

率を 示す季節は な か つ 孕・

　Alternaria ； Alternaliaは 4 月か ら11月 に か け て検

出 され，他 の 季節 に は み られ ず ，ま た 総数の 出現率も少

な か つ た ，

其の 他 ； 其他 T ・1・・a ，・F ・ ・a ・i・ m ，Rhiz ・pu ・・M °
’

niilia ，Streptomyces ，
　Trichod 巳 rma ・Saccharo 「nyces

等は稀 に出現 す るの み で ， 特 に季節的変動は み られなか

っ た，

　 3．　気管炎喘息患児居室に お け る空中真菌類培養成

績

　真菌抗原 （｝｛ollister
・Stier 社製）で皮滴反 応 を行 い ，

陽｛蜷 示 した縮 支喘息患児1綱 の 居tl：に 於 て M 。dified

M ヒhrlich
’
s　Medium を使用 ，昼間 ，

午 後 1 時か ら 2時

ま での 問 と，夜 間午後10時 か ら11時 までの 2 回 ，各12分

間培養を おこ な つ た ・

　 そ の 結果は ，全 コ ・ ニ ー数で は昼間培養を行な つ た も

の は 9 〜25箇 ， 平堀 τ．鏑 であ り．夜問培鑑 お こ なつ

た もの は 4 − 8。．9 ．　 −v一均25．8瞰 ・検謎 れ ，
一

般 に 昼間

培養 した もの に くらべ 夜聞培養を 行 な つ な もの に 増加の

傾向が み られた ．

　喘息患児の 居室に 於 て 検出 され た 真eSiの 齶 は Penr

i，illium，　 H 。皿 ・de・drum ，　 A ・pe・gill… 　T ・1・ ・a ・

M 。nili ・
，
S・・ch … myces ，　Nig ・。・p 。・a ・T ・i・hede 「「na ・

St，ept 。 my … ，Rhl ・・P・・ ，の 1幅 類 であ るが湿 静

く継 さ れ た もの 1ま Pg・ i・ilh・ m ・H ・ m ・dend「 um ・

　Aspergillusの 3種頬であ つ た ・

　　　　　　　　　 総括及 び考按

　　欧米では 気 管支喘息嫐 フ・性 ア レ ・げ ンの
一

つ とし て

　真菌は重要視 され 種 k の 研 究が お こ な われ ・空中真菌類

の 変動 に つ い て も 躯 の 報告 渦 る・そ こ
’
疎 就 方 に

お い て どの 訪 頴 齢 多 くあ る純 た レ か め る為 に・

空中真菌緲 遡 齢 力 年に b たつ て しらべ た・か 抽

長期 間 に 撹 る空中聴 類の 分布黻 ひ・関 す B・・ifr究は 本

邦では儲 が み ら醜 い 謎 の 結果・2種類頒 菌類が 検

検出 さ振 嶽 二 H 。・ m 。d・nd ・ um ・・P・ni ・il］i” m ・Aspe 「’

gi11。、 が 最 も多 く検雌 れ た ．また 検出 され た コ ゜ 二 一

数畷 動をみ る と， 蘇 駆 鯲 て は 崩 力’ら1G肚 で

に 離 を しめ し 冬に す くな い 幟 ・み られ・た 想 し12n

　の み は 比 較的高い 検出率であ つ た・

空中真菌類の 培養蹴 い て M ・… w
嚠レ

は New 　Y 。rk ・

Tennesee ，　Pennsylvania ，　Illinois，　Texas ，ではHQrm −

devdrurn ，　Alternaria　が よ く検出 さ江，次 に Penicil −

li。 m が屡噸 出 され る が ，　Aspe ・gi11・・ の 検出率1羝

い ．

Samsee ．」  se ゴ は C。penhagen で は H 。rm 。de ・ dru 「n

が 最 も多 く， 他に P・ni ・illi・ m ，　P ・ ll・ ra・i・ が検 出 さ れ

MQId 。eas 。n は 夏であ る ．HarrisM は Alternaria は

Midwestern の 八鄰市 （Madison ．　 Peoria．　Chicago，

1。 di。 nap ・ ii・ ，・D ・・　 M ・i・es ，・Okl・h 。 ma 　Ctヒy・A ・・ A 「−

bor．　EvanstQn ）で 6 月か ら工0月に peak を しめ し・また

南部と酉部ア メ リカ では 検出率は少な く ，
Los　Angeles

で の peak は 5 月末か ら 6 脚 旬であ り T ・・s。・ で は

季節的変動は なか つ た 。ReiandT｝
は 1952年 と1956年の

8 月に 1・ wa 　City では い つ でも H 。・ m 。d・・d・um が

Alternaria よ り多 く検出され，
一

巳の うちでは 爾者 と

も午前 6時 か ら正午までが 最 も多 く ， 午後 6陦 か ら真夜

中が 最も少な く 検出 された ，Feinberg ”

：・a　Alte「 na 「：a

P 　Hormodendrum が 大 き な 季節を示 して 検出 さ れ ．

そ の 他 P … i・illi・ m ，　Alte・・ aria が い つ 轍 出 され た

MarrowS ；

は 南部では peak は秋で あ り ， 北部では 冬 に

少 な く最高 に検出 さ れ たの は 夏と秋であっ た と報告 レて

い る ．B 。d 。 w 賜 勃 ナ ダ 地区の 1 力 年間の 真菌類の 数

と種類の 消長を しらぺ Horrnodendrurn が全体 の 51・4

％ を しめ ，Alt・・na ・i・ は 26．4％ ．　 P・ni ・im ・ 皿 が 10・T

％ で あ りこ t−Lらの 3種頚が全体の 38．5髭 を しめ て い る と

　 　 J 　　　”
の ぺ L い D ．

　 本邦で ；よ1〔［ビ ω
に よれ1ま 1年 半に わ た っ て 空中真菌頚

の 変 動 を 検累 し，Alternarit　，　Cladosporium が 夏か ら

秋に 多 く，Rhiz 。P・ s ，・Mu ・。・ 藩 に 屡肉 み られ ・　T ’ic−

h。de， ma ，0・・p。ra ，P・・li ・illi・ m ，・A ・perg｛11・ ・ 1ま各季

節 ：こ わ た つ て 紡 れ た ．ま た 大藤 萋聾 ま 娟 劫 12月

　ま での 京都 にお け る空中 糸状菌を培養法 に よつ て し らべ

　AEternaria ，　Aspergillus ，
PenicilHum が その 半数 を し

め ，
− fi；、・ 砠 よ り増加 を しは 鉢 う夏中多 く ・ 11噸 よ

　臼減少 した と報告 して い る．

　　以 上 ， 自験例及び諸家例 よ り推 察す る｛C 　．真菌の 季節

的変動腕 理的難 に よ り．国 ， 断 に よ り 涼 た 気候

　的条件，即ち温愛 ， 湿度，風向，風速，日光等に より椙

　違ガ あ る事 が 考えられ る 。

　　気管支喘息患児 居室 に 於げ る 空中 真 菌類培養 に よ 札

ば ，コ 。 ・ 吻 瀰 腱 轣 上 に お い て 培郵 得罐 類

　と ほ 玄同 じユ0種類検出さ れた が最も高い 検 出率をし め し

め た の 1・：　P ・ni ・llli・ m ，　H ・・m 。d・・d・u … A ・p・・gillus

N 工工
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の 3種類であり ， また昼間 よ りも夜間 に検出率が増加す

る事に よ り気管支艦、愚の 夜間発症虻 7 又 こ れ ら喘息患児

10例の 皮 膚反応陽性 に でた抗原の 種類 と， 室内で培養し

た 空中真菌類で最 も多 く検出 され た種類を く らべ てみ る

と ， 8例で両者 に
一
致が み られ た，こ の 事は皮膚反応 陽

性例 が 必ず し も臨床症状を現わ す とは い えな い が ， 昼間

は も と よ り，夜間も同戀 に 感作 さ れ て い る事が 考 え ら

れ ， また 既 に第 1編での べ た ご とく，皮膚反応 ， PTT ，

BDB 反応 ，灘 作療法に使用 した 抗原を作製した 真菌

類 が 大気中 よ りい っ も培養 さ れ る事 に よ っ て 本邦気管支

喘息小児の
一

部に は真菌過敏症を推定され る もの があ る・

と思わ れ る・．　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ・

　　　　　　　　　　結 　　論
’

　Modified　Mehrlich”s　 Medium を使用 し東京地区 に

於ける空中真菌類の 培養を試みた結果 ，

　 1）検出さ れ た真菌類は Penicillium，．Aspergitl・ls，、

Hormo ｛iend ；um ，　 Macr 。 sp 。；iam ，　 Alternaria ，．　Man −

ilia
，
Rhizoptts

，
　Tolura，

　Streptornyces、　Trichiderma，

Fu 照 fium ；Sa  haτ on 尋 ces ｛ の 12種類で あ つ た 。

　 2）PenicMium
，
　 AspergiHus

，
　 HorniodendTum の

三 者が検出 され た 全 コ ロ ニ
ー

数の 8廴 5％を しめ て い た ．

　 3）空 中 真菌類の 季節的変動は 6 月 ，T月 ，8 月 ， 9

月 及び12月に peak を示 し ， 1月， 2 月，3 月の 検出

率が 最も少な か っ た ．

　 4）』PeniclHium　は 夏．と初冬べに Harmodendrum は．

夏及び冬 （r・2月の み ♪に ，
Aspergi’11US’は夏か ら秋 に か

るナて
「
peak を し め しi　7tLT：

　 5）真菌銃原に陽性皮膚反応を呈 した 1 例の 気管支喘
』

息患児居室 に於ける培養では Penjci田 u 皿
，
　 Hormode −

ndrum ，　Aspergilltts，To ！ura ，　 Nigrespora ，　 Menilia ，

Sacchar・ myces ，　 TrichOderrna，鼬 1・・pus ，

1St
∬ ept ・・

エnyces が 検出 され ， そ の 中でも Penicillium 、　Hormod ・

end 「 um ・Aspe 「gillus が 最も多く検出 され た ．コ ロ ニ

ー
総数は 昼間 よ りも夜問 に多い 傾向が み られ た ，

　稿 を 終 え る に あ た り，．終始御 懇 篤 な る 御 指導 ， 御 鰒 撻

を 賜 つ た 恩 師 前東邦 大 学 久 保 政 次 教 授 肉 九 段 飯 病 競 小 児

科 医 長 中 山 喜 弘 博士、御 校 閲 を 賜 つ た 中 寅 健 太 郎教 授 に

衷 心 よ り深謝 い た し ます t 又種 々 御 協 力戴 い た 稲葉 幸 子

講 軅並 び に 教室 員各 位 に 感 謝 い た し ま す，尚，真 菌分類

に つ い て 御 助 言 を 戴 い た 東京 大学 農学 部 応用 微 生 物研 究

所 第 3研究 室植 田 教 授，．並 び に 駒 形 博士 に 感 謝 い た し ま

す ．尚 本稿 の 大 要 は 第10回 国 際 小 児科学 会 で 報 告 し た．
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           Studies en  Relationship between  Aeregenic  Mold  and  Bronchial

' Ast!una  in Childhoed

          Part  ll. Mold  survey  ef  outside  air  in Tokyo  area  has  been  dene

       from Julr 1959 to August  1961. Mehrlich's medium  was  used  for cultute

'
 Yoshio  Sannomiya

                             (Directer: Pro£ .Selji Kubo)

                              (Prof, KentarQ Nakayama)

           Department ef  Pediatrios, Schoo1 of  Medicine, University of  Tohg, Tekyo

                   
'
 Pediatries, the Kudansaka  hospital, Tokyo

                         (Directer: Yoshlhiro Nakayama  M,D,)

    1) Pen{clllium, Aspergillus, Hormodendrum,  Macrosporium,  Alternaria, Monilia, Phizopvs, Tolura,

Streptomyces, Trichoderma, Fvsarivm, Saccharem)'ces were  fovnd,

    2) Asperg-us, Horrnodendmm,  Penicillium were  main  melds  according  to my  survey,  and  were

found in all  year r6und.

    3) Total mold  spere  counts  revealed  an  increase generally in hot seasen  (Jvly, Jvne, August, Sep-

tember),  and  decrease in cold  seaseon  (Janvally, Febrary, March).

    4) Penicillivm was  increase in Svmmer and  Fall, Hormodendrvm  in Summer,  and  Aspergillus

in Summer  arid  Fall.

    My  study  revealed  a  high incidence of  posltive skin  tests, presence ofatomospheric  molds  counts,  posi-

tive PTT  and  BDB-reaction, and  efll]ctive  hyposensitization therapy  with  rnixed  mold  extracts,  I empha-

sized  aeregenic  molds  are  also  ene  of  the  causative  factors of  bronchial asthma  in chilcihood.


